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xiii 凡　　例

凡
　
　
例

1　

研
究
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
（「
初
版
本
」
と
称
す
る
）
を
根
幹
に
、
既
発
表
論
文
を
研
究
テ
ー
マ
ご
と
に

巻
を
分
け
て
構
成
し
て
い
る
。

2　

初
版
本
の
論
文
体
裁
を
尊
重
し
て
お
り
、
編
者
の
統
一
は
、【
注
】
表
示
の
あ
り
方
な
ど
、
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。

3　

編
者
の
統
一
を
控
え
た
理
由
は
、
三
〇
～
四
〇
年
に
わ
た
る
研
究
論
文
執
筆
に
お
い
て
、
論
題
や
扱
う
資
料
に

よ
っ
て
そ
の
文
体
や
表
示
面
に
変
容
が
生
じ
る
の
は
自
然
の
流
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
機

械
的
な
統
一
に
よ
っ
て
、
そ
の
論
文
本
来
の
も
つ
〝
調
和
〟
を
そ
こ
な
い
た
く
な
か
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
（
た
だ
し
、

数
字
の
表
記
方
法
な
ど
最
低
限
の
統
一
に
つ
い
て
は
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、
編
集
部
の
ほ
う
で
手
を
加
え
た
箇
所
が
あ
る
）。

4　

小
林
賢
次
は
縦
書
き
派
で
あ
っ
た
の
で
、
横
書
き
（
横
組
み
）
で
出
版
さ
れ
た
一
部
の
論
考
に
つ
い
て
は
、
縦
書

き
に
直
し
て
い
る
。

5　

引
用
・
参
照
文
献
の
挙
げ
方
に
も
、
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
と
で
は
変
容
が
生
じ
て
い
る
が
、
初
出
、
あ
る
い

は
、
初
版
本
の
ま
ま
を
反
映
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
編
集
部
の
ほ
う
で
可
能
な
限
り
形
式
の
整
理
を
お
こ
な
っ
た
）。

6　

初
版
本
に
小
林
賢
次
自
筆
の
書
き
入
れ
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、「
小
林
賢
次
自
筆
書
き
入
れ
よ
り
」
と
い
う

一
項
目
を
設
け
て
、
参
考
に
供
す
る
。

7　

初
版
本
に
誤
植
等
、
す
で
に
小
林
賢
次
に
よ
っ
て
朱
が
入
っ
て
い
る
も
の
は
、
6
の
扱
い
を
せ
ず
、
訂
正
さ
れ
た

形
を
本
文
上
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。





1 序章　狂言のことば

序
章
　
狂
言
の
こ
と
ば

一
　
は
じ
め
に

本
書
は
、
狂
言
台
本
を
主
資
料
と
し
、
そ
の
他
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
口
語
文
献
を
資
料
と
し
て
、
特
に
語
彙
・
語
法
（
文
表

現
・
敬
語
な
ど
を
含
む
）
の
各
方
面
か
ら
、
近
代
語
成
立
過
程
期
に
お
け
る
史
的
変
遷
の
様
相
を
考
究
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
狂

言
台
本
を
言
語
資
料
と
し
て
利
用
し
、
中
世
語
・
近
世
語
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
一
つ
の
目
標
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め

に
は
、
狂
言
台
本
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
流
派
や
時
代
的
な
相
違
に
よ
り
、
い
か
な
る
言
語
的
な
性
格
を
有
し
て
い
る
か
、
言
語
資
料
と
し
て

の
狂
言
台
本
の
資
料
性
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
こ
の
両
面
は
相
互
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
書
で
は
、「
第
Ⅰ
部　

狂

言
台
本
の
資
料
性
の
考
察
」、「
第
Ⅱ
部　

狂
言
台
本
を
対
象
と
す
る
語
彙
・
語
法
の
研
究
」
の
両
面
か
ら
考
察
を
行
い
、
最
後
に
、
そ
の

発
展
と
し
て
、「
第
Ⅲ
部　

狂
言
台
本
そ
の
他
を
資
料
と
す
る
語
史
・
語
法
史
研
究
」
を
位
置
づ
け
た
い
と
思
う
。

二
　
狂
言
の
歴
史
と
台
本
の
成
立

ま
ず
、
本
書
に
お
い
て
中
心
資
料
と
し
、
考
察
の
直
接
の
対
象
で
も
あ
る
狂
言
の
こ
と
ば
に
つ
い
て
、
諸
台
本
の
成
立
の
状
況
、
ま
た
、

そ
れ
ら
の
公
刊
や
そ
れ
に
基
づ
く
言
語
資
料
と
し
て
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
、
は
じ
め
に
概
観
し
て
お
き
た
い
。

─
そ
の
特
質
と
研
究
状
況

─
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中
世
、
南
北
朝
時
代
に
成
立
し
、
能
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
狂
言
の
こ
と
ば
が
、
抄
物
や
キ
リ
シ
タ
ン
文
献
等
と
並
ん
で
、
中
世
語

あ
る
い
は
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
言
語
資
料
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

登
場
人
物
が
多
彩
で
、
身
分
関
係
が
明
確
で
あ
る
こ
と
、
対
話
劇
の
形
で
進
行
し
、
場
面
・
状
況
が
分
明
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
口
語

資
料
と
し
て
の
価
値
は
き
わ
め
て
高
い
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
中
で
も
代
名
詞
の
諸
相
、
待
遇
表
現
な
ど
の
研
究
に
は
ま
さ
に
恰

好
の
資
料
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
成
立
当
初
の
狂
言
は
即
興
的
な
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
り
、
台
本
を
書
き
留
め
る
こ
と
も
普
通
な
か
っ
た
ら
し
い
。

現
在
残
っ
て
い
る
台
本
は
、
す
べ
て
室
町
時
代
の
末
以
降
、
む
し
ろ
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
小
山
弘
志
氏
は
、
狂
言
の
歴
史
に
つ
い
て
、
台
本
の
成
立
事
情
を
基
準
と
し
て
次
の
よ
う
に
区
分
し
て
い
る
（
小
山
〈
一
九
五
六
〉）。

成
立
・
流
動
期　
　
　

十
四
世
紀
半
ば
─
十
六
世
紀
半
ば
（
天
文
頃
）
ま
で
の
二
百
年

筋
書
・
台
本
定
着
期　

十
六
世
紀
半
ば
─
十
七
世
紀
半
ば
（
寛
永
頃
）
ま
で
の
百
年

台
本
固
定
・
伝
承
期　

十
七
世
紀
半
ば
─
現
代
ま
で
の
三
百
年

こ
の
分
類
は
妥
当
な
も
の
と
し
て
そ
の
後
広
く
通
用
し
て
お
り
、
本
書
で
も
こ
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
（
（
（

。
筋
書
・
台
本
定
着
期

の
設
定
時
期
に
つ
い
て
、
小
山
氏
は
、「
常
の
能
会
の
記
録
に
狂
言
曲
名
が
見
え
る
こ
と
」
と
、「
狂
言
師
の
家
が
こ
の
頃
か
ら
確
認
し
得

る
こ
と
」
の
二
点
に
よ
る
と
す
る
。
狂
言
台
本
と
し
て
最
古
の
も
の
は
、
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
の
奥
書
（
た
だ
し
、
本
文
と
は
別
筆
と

み
ら
れ
る
）
を
持
つ
天
正
狂
言
本
（
一
冊
、
一
〇
三
曲
。
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
）
で
あ
る
。
こ
の
天
正
本
は
、
簡
単
な
筋
書
き

に
謡
い
物
・
語
り
・
和
歌
な
ど
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
構
成
上
も
未
発
達
な
要
素
が
多
く
、
狂
言
が
各
流
派
に
分
か
れ
て
独
自
の
発
展

を
と
げ
る
以
前
の
状
況
を
示
す
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
初
期
の
台
本
の
状
況
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
各
種
の
音
の
転

化
形
や
東
国
的
特
徴
の
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
言
語
資
料
と
し
て
も
興
味
深
い
特
徴
が
認
め
ら
れ
、
言
語
面
か
ら
の
研
究
成
果
も
多
い
。

た
だ
し
、
具
体
的
な
せ
り
ふ
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
話
し
こ
と
ば
の
資
料
と
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
。
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台
本
定
着
期
の
本
格
的
な
活
動
は
近
世
初
期
の
こ
と
と
な
る
。
天
正
本
に
次
ぐ
も
の
と
し
て
、
近
年
、
祝い
わ
い本

狂
言
集
（
一
冊
、
二
三
曲
。

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
〈
鴻
山
文
庫
〉
蔵
）
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
祝
本
は
慶
長
か
ら
寛
永
初
年
頃
の
間
の
書
写
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。
天
正
本
と
同
様
、
流
派
に
分
か
れ
る
以
前
の
狂
言
の
姿
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
近
世
初
期
の
俗
語
的
な
語
句
の
使

用
が
多
く
、
曲
数
は
少
な
い
が
、
言
語
資
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
大
蔵
・
和
泉
・
鷺
の
三
流
が
確
立
し
、
お
互
い
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
異
な
る
演
出
、
異
な
る
詞
章

を
伝
承
す
る
に
至
る
。
近
世
初
期
に
は
、
大
蔵
流
は
金
春
座
付
、
鷺
流
は
観
世
座
付
と
し
て
、
ま
た
、
和
泉
流
は
尾
張
徳
川
藩
の
抱
え

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
し
て
い
た
と
い
う
。
大
蔵
流
で
は
虎と
ら

明あ
き
ら
本
（
寛
永
十
九
年
〈
一
六
四
二
〉
大
蔵
虎
明
書
写
、
八
冊
。
本
狂
言
、

万
集
類
所
収
の
六
曲
を
含
め
二
三
七
曲
。
大
蔵
宗
家
蔵
）、
虎と
ら
清き
よ
本
（
正
保
三
年
〈
一
六
四
六
〉
大
蔵
清
虎
書
写
、
虎
清
手
訂
、
一
冊
。
本
狂
言

八
曲
。
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
〈
鴻
山
文
庫
〉
蔵
）
の
筆
録
（
（
（

が
な
さ
れ
た
。
虎
明
本
は
大
蔵
流
十
三
世
宗
家
、
大
蔵
弥
太
郎
（
の
ち
弥
右
衛

門
）
虎
明
の
手
に
な
り
、
狂
言
の
類
別
や
詞
章
の
整
備
さ
れ
た
台
本
と
し
て
、
第
一
級
の
資
料
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
虎
清

本
は
、
そ
の
父
、
十
二
世
仙
渓
道
倫
虎
清
が
、
自
ら
の
最
晩
年
に
、
虎
明
の
異
母
弟
八
右
衛
門
清
虎
に
書
写
さ
せ
、
手
訂
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
。
虎
清
は
す
で
に
自
ら
筆
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
、
奥
書
ま
で
代
筆
さ
せ
て
い
る
。
虎
清
本
の
方
が
虎
明
本
よ
り

も
四
年
の
ち
に
書
写
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
言
語
的
に
は
「
ゴ
ザ
ル
」
よ
り
も
「
ゴ
ザ
ア
ル
」
を
多
用
し
、「
マ
ス
ル
」
を
用

い
ず
「
マ
ラ
ス
ル
」
専
用
で
あ
る
な
ど
、
む
し
ろ
虎
明
本
よ
り
も
古
態
を
示
す
点
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。
虎
清
の
愛
護
を
受
け
た
清
虎

は
分
家
独
立
し
、
以
後
八
右
衛
門
家
と
し
て
独
自
の
活
動
を
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
宗
家
た
る
虎
明
の
筆
録
し
た
虎
明
本
に
お
い
て
も
、

虎
清
は
正
保
二
年
正
月
に
「
右
書
所
従
古
来
雖
為
口
伝
末
代
退
転
為
無
之
筆
載
者
也
我
家
代
〻
相
伝
之
所
一
字
モ
相
違
依
無
之
令
加
判

畢
」
と
い
う
奥
書
を
加
え
、
証
本
と
し
て
の
保
証
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
虎
清
本
所
収
の
八
曲
を
虎
明
本
と
比
較
す
る
と
、
実

際
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
相
違
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
我
家
代
〻
相
伝
之
所
一
字
モ
相
違
依
無
之
」
と
言
い

な
が
ら
、
そ
の
伝
承
は
必
ず
し
も
固
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
流
動
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
以
上
に
よ
り
、
こ
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の
虎
明
本
と
虎
清
本
の
詞
章
の
比
較
は
、
狂
言
台
本
の
資
料
性
を
考
察
す
る
上
で
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
。和

泉
流
で
は
、
本
書
に
お
い
て
特
に
そ
の
資
料
的
性
格
を
具
体
的
に
問
題
と
す
る
天
理
本
『
狂
言
六り
く

義ぎ　

上
・
下
・
抜
書
』（
寛
永

末
か
ら
正
保
頃
書
写
。
上
・
下
冊
二
二
二
曲
及
び
「
抜
書
」
所
収
曲
五
曲
。
天
理
図
書
館
蔵
）
が
筆
録
さ
れ
て
い
る
。
従
来
、
山
脇
和
泉
家
初

代
（
七
世
）
元
宜
道
仙
、
ま
た
は
二
代
（
八
世
）
元
永
道
意
い
ず
れ
か
の
手
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
筆
録
者
は
複
数
で

あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
第
一
章
（
特
に
第
三
節
）
で
考
察
す
る
。
こ
の
近
世
初

期
ま
で
が
筋
書
・
台
本
定
着
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
大
蔵
虎
明
本
に
お
い
て
、
狂
言
の
類
別
も
整
理
さ
れ
、
せ
り
ふ
も
詳
細
に
書
き

留
め
ら
れ
て
台
本
と
し
て
の
整
備
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
和
泉
流
の
天
理
本
で
は
、
筋
書
を
主
と
し
て
せ
り
ふ
を
取
り
込
ん
で

い
く
形
を
と
っ
て
お
り
、
台
本
と
し
て
の
完
成
度
は
い
ま
だ
十
分
な
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
天
理
本
の
場
合
、

筋
書
・
台
本
定
着
期
の
狂
言
の
様
相
を
生
き
生
き
と
伝
え
る
台
本
と
し
て
、
そ
の
資
料
的
価
値
は
大
蔵
虎
明
本
に
も
比
肩
し
う
る
も
の

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
台
本
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
流
動
的
な
要
素
を
多
く
と
ど
め
て
お
り
、
中
世
、
室
町
時
代
の
こ
と
ば
を
伝
承
し
て
い
る
と
み

ら
れ
る
点
が
多
い
。
し
か
し
、
ま
た
一
方
で
は
、
書
写
当
時
、
す
な
わ
ち
近
世
初
期
の
日
常
語
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
点
も
あ
り
、

舞
台
言
語
と
し
て
、
狂
言
の
詞
章
が
固
定
化
・
類
型
化
す
る
兆
候
も
す
で
に
う
か
が
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て

の
言
語
資
料
と
し
て
狂
言
台
本
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
台
本
の
狂
言
史
上
に
お
け
る
位
置
を
踏
ま
え
た
上
で
、
他
の

台
本
に
お
け
る
様
相
と
慎
重
に
比
較
考
察
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
の
で
あ
る
。

台
本
固
定
・
伝
承
期
と
さ
れ
る
十
七
世
紀
半
ば
以
降
に
な
る
と
、
和
泉
流
で
は
、
天
理
本
に
引
き
続
く
も
の
と
し
て
、
和
泉
家
古
本

『
六
議
』（
承
応
二
年
〈
一
六
五
三
〉～
元
禄
六
年
〈
一
六
九
三
〉
山
脇
和
泉
家
三
代
元
信
道
甫
の
筆
録
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。「
六
議
」
第
三
冊
目
を

欠
き
現
存
七
冊
、
一
五
三
曲
。
和
泉
宗
家
蔵
）
の
筆
録
が
な
さ
れ
、
狂
言
の
類
別
に
よ
る
分
類
、
演
出
や
せ
り
ふ
の
整
備
が
な
さ
れ
る
よ
う
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に
な
る
。
こ
の
和
泉
家
古
本
の
筆
録
は
、
天
理
本
か
ら
大
き
く
隔
た
る
も
の
で
は
な
く
、
近
世
前
期
の
和
泉
流
の
様
相
を
知
る
た
め
に
貴

重
な
も
の
で
あ
る
（
実
は
元
信
道
甫
は
天
理
本
の
筆
録
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。
第
一
章
第
三
節
及
び
第
二
章
参
照
）。

近
世
中
期
に
お
い
て
は
、
弟
子
家
筋
の
波
形
本
（
天
明
六
年
〈
一
七
八
六
〉
の
記
事
が
あ
り
、
こ
の
頃
成
る
。
早
川
幸
八
書
写
、
一
六
冊
、

二
五
四
曲
。
名
古
屋
狂
言
共
同
社
蔵
）
が
あ
り
、
弟
子
家
本
と
し
て
の
独
自
性
を
も
み
せ
る
と
い
う
（
池
田
廣
司
〈
一
九
六
七
〉
参
照
）。
ま

た
、
文
政
年
間
（
一
八
一
八
～
三
〇
）
に
は
、
七
代
山
脇
和
泉
元も
と
な
り業

が
筆
録
し
、
種
々
の
改
訂
を
行
っ
た
と
い
う
雲
形
本
（
二
〇
冊
、
二

〇
〇
曲
。
狂
言
共
同
社
蔵
）
が
あ
り
、
そ
の
転
写
及
び
増
補
本
文
を
明
治
期
に
書
写
し
た
古
典
文
庫
本
（
二
〇
冊
、
二
〇
〇
曲
。
吉
田
幸
一

氏
蔵
）
が
あ
る
。
な
お
、
雲
形
本
に
は
別
編
の
も
の
、
大
本
等
も
あ
り
、
別
編
の
曲
に
関
し
て
は
、
雲
形
本
研
究
会
「
雲
形
本
・
別
編

『
狂
言
六
義
㈠
㈡
』」（『
武
蔵
野
女
子
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
九
号
〈
一
九
九
八
〉、
一
〇
号
〈
一
九
九
九
〉）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
波
形
本
と
雲
形
本
と
の
中
間
に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
、
和
泉
流
秘
書
（
一
冊
欠
き
六
冊
、
一
二
七
曲
。
愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書

館
蔵
）
が
あ
り
、
そ
の
一
部
が
島
津
忠
夫
・
野
崎
典
子
編
『
和
泉
流
狂
言
選
愛
知
県
立
大
学

附
属
図
書
館
蔵
』（
和
泉
書
院
、
一
九
八
〇
）
等
に
影
印
刊
行
さ

れ
て
い
る
。

一
方
、
大
蔵
流
で
は
、
虎
明
本
が
か
な
り
完
成
度
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
せ
い
か
、
そ
の
後
の
代
表
的
な
台
本
の
筆
録
と
し
て
は
、
近

世
後
期
（
近
世
を
前
期
・
中
期
・
後
期
の
三
期
に
分
け
る
分
類
に
従
う
と
、
中
期
の
終
わ
り
頃
と
な
る
）、
固
定
・
伝
承
期
の
虎と
ら

寛ひ
ろ
本
（
寛
政
四

年
〈
一
七
九
二
〉
大
蔵
虎
寛
書
写
、
一
六
五
曲
。
大
蔵
宗
家
蔵
）
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
虎
寛
本
の
奥
書
に
は
、
寛
政
四
年
に
奈
良

に
旅
行
す
る
に
際
し
て
、「
ふ
る
き
よ
り
伝
ふ
る
本
」
が
大
形
で
携
帯
に
不
便
な
た
め
、「
旅
に
た
よ
り
能
ら
ん
事
を
思
ひ
て
」
書
写
し
た

も
の
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
笹
野
堅
氏
は
、「
近
世
初
期
、
虎
明
本
が
書
写
さ
れ
て
か
ら
間
も
な
く
、
大
蔵
流
の
狂

言
に
近
世
的
な
刪
定
が
加
へ
ら
れ
、
整
備
さ
れ
た
も
の
を
書
留
め
た
の
が
こ
の
大
本
で
あ
つ
た
ら
し
く
思
は
れ
る
。」（『
大　

蔵

虎
寛
本
能
狂
言
』
解

説
、
上
巻
七
七
～
七
八
ペ
ー
ジ
）
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
虎
寛
本
の
詞
章
の
成
立
は
、
寛
政
四
年
と
い
う
書
写
時
よ
り
も
か
な
り
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
第
三
章
参
照
）。
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こ
の
筋
書
・
台
本
定
着
期
を
代
表
す
る
虎
明
本
・
虎
清
本
と
台
本
固
定
・
伝
承
期
を
代
表
す
る
虎
寛
本
と
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
狂
言

の
こ
と
ば
の
推
移
を
と
ら
え
る
上
で
、
基
本
的
な
も
の
と
し
て
従
来
か
ら
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
る
（
蜂
谷
清
人
〈
一
九
七
七
〉

「
国
語
学
的
研
究
の
展
望
と
文
献
目
録
」
な
ど
参
照
）。
中
世
語
の
性
格
を
と
ど
め
た
も
の
と
い
う
点
で
は
、
当
然
虎
明
本
・
虎
清
本
を
重
視

す
べ
き
で
あ
り
、
近
世
に
お
け
る
詞
章
の
整
理
・
改
訂
の
手
が
加
わ
っ
た
虎
寛
本
な
ど
は
、
比
較
資
料
と
し
て
の
位
置
に
と
ど
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
以
前
は
台
本
の
公
開
が
お
く
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
虎
寛
本
の
本
文
の
み
を
調
査
し
て
、
そ
れ
を
「
中
世
語
研
究
」

と
称
す
る
よ
う
な
こ
と
も
行
わ
れ
て
き
た
が
、
現
在
で
は
そ
の
よ
う
な
扱
い
は
論
外
で
あ
る
）。
し
か
し
、
虎
明
本
・
虎
清
本
か
ら
虎
寛
本
へ
と

い
う
推
移
を
言
語
面
か
ら
追
究
す
る
こ
と
は
、
流
動
変
化
す
る
狂
言
台
本
の
言
語
の
性
格
を
と
ら
え
る
上
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ

り
、
今
後
と
も
一
つ
の
中
心
的
な
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
大
蔵
八
右
衛
門
清
虎
以
来
の
分
家
、
大
蔵
八
右
衛
門
家
の
台
本
と
し
て
、
伊
藤
源
之
丞
本
（
宝
暦
・
明
和
〈
一
七
五

一
～
七
二
〉
頃
、
伊
藤
源
之
丞
吉
高
書
写
。
一
七
冊
、
一
七
〇
曲
。
広
島
県
宮
島
歴
史
民
俗
資
料
館
寄
託
）
が
発
見
・
紹
介
さ
れ
、
ま
た
、
文
化

十
四
年
（
一
八
一
七
）
に
虎
光
が
筆
録
し
た
虎
光
本
の
写
本
が
近
年
翻
刻
さ
れ
て
い
る
（
虎
光
本
の
原
本
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
転

写
本
数
種
が
伝
わ
る
）。
同
じ
大
蔵
流
に
あ
り
な
が
ら
、
宗
家
と
の
詞
章
の
相
違
な
ど
も
さ
ま
ざ
ま
に
認
め
ら
れ
、
狂
言
詞
章
の
伝
承
の
多

彩
さ
を
物
語
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
第
八
章
参
照
）。

鷺
流
で
は
、
台
本
の
筆
録
は
や
や
お
く
れ
て
い
る
が
、
宗
家
の
仁
右
衛
門
派
の
延
宝
忠
政
本
（
延
宝
六
年
〈
一
六
七
八
〉
忠
政
書
写
、
一

冊
、
二
五
曲
。
田
口
和
夫
氏
蔵
）
が
近
世
前
期
に
、
分
家
伝
右
衛
門
派
の
享
保
保や
す

教の
り
本
（
鷺
伝
右
衛
門
保
教
が
享
保
九
年
以
前
〈
一
七
一
六
～

二
四
〉
に
書
写
し
、
詳
細
な
注
記
な
ど
を
施
し
た
大
冊
四
冊
、
本
狂
言
一
五
〇
曲
。
天
理
図
書
館
蔵
）
が
近
世
中
期
に
筆
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

他
、
宝
暦
名
女
川
本
（
宝
暦
十
一
年
〈
一
七
六
一
〉
頃
名
女
川
辰
三
郎
書
写
〈
伝
右
衛
門
派
〉、
一
二
〇
曲
。
檜
書
店
蔵
）、
安
永
森
本
（
安
永
六

年
〈
一
七
七
七
〉
森
藤
左
衛
門
書
写
〈
仁
右
衛
門
派
〉、
一
〇
一
曲
。
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
）、
寛
政
有
江
本
（
天
明
八
年
～
寛
政
二
年
〈
一

七
八
八
～
九
〇
〉
有
江
九
十
郎
書
写
〈
仁
右
衛
門
派
〉、
一
五
九
曲
。
観
世
宗
家
蔵
）、
文
化
小
杉
本
（
文
化
年
間
、
鷺
賢
茂
書
写
〈
仁
右
衛
門
派
〉、
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一
九
一
曲
。
中
村
保
雄
氏
蔵
）、
野
中
本
（
嘉
永
四
年
〈
一
八
五
一
〉
頃
野
中
儀
右
衛
門
書
写
〈
伝
右
衛
門
派
〉、
一
三
四
曲
（
（
（

。
実
践
女
子
大
学
蔵
）、

安
政
賢
通
本
（
安
政
二
年
〈
一
八
五
五
〉
鷺
健
次
郎
賢
通
書
写
〈
仁
右
衛
門
派
〉、
一
九
二
曲
。
田
中
充
氏
蔵
）、
な
ど
多
数
の
台
本
が
筆
録
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
鷺
流
は
明
治
期
に
宗
家
を
廃
絶
し
、
弟
子
筋
が
地
方
に
お
い
て
伝
え
る
の
み
と
な
る
（
山
口
県
及
び
新
潟
県
佐
渡

に
は
現
在
も
伝
承
さ
れ
て
お
り
、『
山
口
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財　

鷺
流
狂
言
』〈
山
口
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
一
〉
な
ど
の
翻
刻
が
あ
る
）。

以
上
、
鷺
流
狂
言
に
つ
い
て
は
田
口
和
夫
（
一
九
九
七
）
な
ど
第
四
節
に
所
引
の
文
献
を
参
照
し
て
記
述
し
た
。
成
立
年
代
の
推
定
、
あ

る
い
は
曲
数
の
数
え
方
な
ど
小
異
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
問
題
と
し
な
い
。
本
書
に
お
い
て
は
十
分
な
考
察
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

大
蔵
流
に
対
抗
し
て
そ
の
演
出
や
詞
章
に
つ
い
て
詳
細
な
記
述
を
行
っ
て
い
る
保
教
本
な
ど
は
、
言
語
的
に
も
き
わ
め
て
興
味
深
い
性
格

を
有
し
て
い
る
（
蜂
谷
〈
一
九
九
八
〉
第
二
章
参
照
）。

以
上
の
三
流
の
ほ
か
に
、
群
小
諸
派
の
活
動
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
近
世
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た

版
本
狂
言
記
は
、
そ
う
し
た
台
本
を
も
と
と
し
た
も
の
か
と
い
う
。
版
本
狂
言
記
の
刊
行
は
『
狂
言
記
（
正
篇
）』（
万
治
三
年
〈
一

六
六
〇
〉
初
版
。
五
〇
曲
）
を
始
め
と
し
て
、
元
禄
十
三
年
に
は
『
狂
言
記
外
五
十
番
』（
五
〇
曲
）
及
び
『
続
狂
言
記
』（
五
〇
曲
）
が

刊
行
さ
れ
、
の
ち
、『
狂
言
記
拾
遺
』（
享
保
十
五
年
、
五
〇
曲
）
が
刊
行
さ
れ
て
計
二
百
曲
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
種
の

版
本
狂
言
記
は
、
書
名
に
「
絵
入
」
の
名
を
冠
し
て
い
る
よ
う
に
、
挿
絵
を
付
し
、
一
般
の
読
物
と
し
て
の
需
要
に
こ
た
え
て
刊

行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
版
本
狂
言
記
の
言
語
の
状
況
は
、
狂
言
の
こ
と
ば
の
伝
承
と
し
て
は
か
な
り
異
質
で
あ
り
、
俗
語
的
な

性
格
の
強
さ
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
特
に
『
狂
言
記
（
正
篇
）』
の
場
合
）。
そ
の
点
で
、
大
蔵
流
や
和
泉
流
に
お
け
る
正
統
的
な
台
本

の
伝
承
の
状
況
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
り
、
文
体
・
位
相
面
な
ど
で
ま
た
新
た
な
問
題
を
提
起
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
第
六
章

参
照
）。

以
上
、
本
書
で
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
る
も
の
を
中
心
と
し
て
、
ご
く
一
部
の
も
の
を
示
し
た
。
狂
言
台
本
の
諸
本
を
広
く
示
し
た
橋

本
朝
生
編
「
狂
言
台
本
・
曲
目
所
在
一
覧
」（
橋
本
〈
一
九
九
七
〉
に
付
載
）
に
よ
る
と
、
あ
る
台
本
の
転
写
本
、
あ
る
い
は
ご
く
一
部
の
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曲
の
み
の
台
本
な
ど
も
含
め
る
と
、
多
数
の
台
本
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
資
料
と
し
て
中
心
と
な
る
の
は
、
か

な
り
限
ら
れ
た
も
の
と
な
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
影
印
あ
る
い
は
翻
刻
に
よ
る
狂
言
台
本
の
公
刊
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

言
語
資
料
と
し
て
は
、
さ
ら
に
多
く
の
台
本
に
関
し
て
特
に
影
印
に
よ
る
公
開
が
望
ま
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
狂
言
台
本
は
、
そ
の
性
格
上
、
あ
る
特
定
の
一
時
期
の
話
し
こ
と
ば
を
直
接
的
に
反
映
し
た
も
の
で
は
あ
り
え

な
い
。
言
語
資
料
、
特
に
中
世
語
資
料
と
し
て
は
あ
る
意
味
で
は
不
確
実
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
逆
に
言
え
ば
、
そ
れ
ぞ

れ
の
台
本
は
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
的
事
実
を
内
包
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
研
究
対
象
と
し
て
の
魅
力
に
富

ん
で
い
る
。
中
世
語
を
ど
の
よ
う
に
伝
承
し
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
、
近
世
語
を
ど
の
よ
う
に
反
映
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
ま
た
、

舞
台
言
語
と
し
て
の
洗
練
・
統
一
の
方
向
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
詞
章
の
改
訂
・
整
備
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
流
派

間
の
詞
章
の
影
響
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、

─
従
来
の
研
究
を
継
承
し
、
発
展
す
べ
き
課
題
は
き
わ
め
て
多
い
の
で
あ

る
。

三
　
本
書
で
資
料
と
し
た
狂
言
台
本
の
底
本
等

次
に
、
こ
れ
ら
狂
言
台
本
の
公
刊
状
況
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
台
本
の
う
ち
、
お
も
な
も
の
に
つ
い
て

公
刊
状
況
を
一
覧
に
し
た
の
が
次
ペ
ー
ジ
の
表
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
鷺
流
狂
言
伝
書
保
教
本
』（
一
九
八
四
）
所
載

の
田
口
和
夫
氏
の
「
解
題
」（
池
田
〈
一
九
六
七
〉
に
鷺
流
台
本
を
加
え
て
作
成
し
た
も
の
と
い
う
。
田
口
〈
一
九
九
七
〉
に
一
部
訂
正
の
上
所

収
）
を
も
と
に
「
影
印
・
翻
刻
・
総
索
引
・
校
注
」
の
状
況
が
一
覧
で
き
る
よ
う
に
筆
者
（
小
林
）
が
補
っ
た
も
の
で
あ
る
（
成
立
年
な

ど
は
、
筆
者
の
判
断
に
よ
っ
た
場
合
が
あ
る
）。


